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第
3
0
回

池上の本門寺10月27日

　
第
三
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
昭
和
五

十
八
年
十
月
二
十
七
日
（
木
）
、
東
京
池
上
の
日

蓮
宗
大
本
山
本
門
寺
（
金
子
日
威
貫
首
）
を
会

場
に
、
全
仏
と
東
京
都
仏
教
連
合
会
の
共
催
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
こ
れ
に
先
だ
ち
、

前
日
の
二
十
六
日
に
は
都
道
府
県
仏
代
表
者
会

議
が
開
か
れ
る
予
定
。

　
な
お
、
大
会
の
あ
り
方
や
内
容
な
ど
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
組
織
専
門
委
盛
会
や
大
会
準
備

高
貝
摺
で
協
議
を
重
ね
る
意
向
で
あ
る
。

　
［
写
真
は
日
蓮
宗
大
本
山
本
門
寺
］

30

�
ﾚ
の
記
念
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
専
門
委
開
く

　
組
織
専
門
委
員
会
は
、
去
る
三
月
八
日
午
後

一
時
か
ら
心
仏
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

第
三
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
た
。

　
今
回
の
大
会
は
三
十
回
目
と
い
う
記
念
す
べ

き
大
会
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
出
来
れ
ば
、
大

会
を
一
日
で
は
な
く
二
日
間
と
し
た
い
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
二
十
七

日
は
会
議
を
中
心
と
し
、
翌
日
は
公
会
堂
等
を
　
　
今
後
は
、
共
催
団
体
の
東
京
都
仏
教
連
合
会
と

借
り
、
檀
信
徒
を
多
数
動
員
出
来
る
よ
う
な
企
　
　
緊
密
な
連
絡
を
と
り
、
大
会
の
内
容
等
を
つ
め

画
を
考
え
て
み
て
は
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
て
い
く
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

　
　
　
ら
奪
◎
1
6
ら
◆
ら
6
辱
ら
噺
6
．
6
奄
ら
奄
6
繋
念
◎
ら
6
辱
▲
▼
辱
6
も
6
噸
6
噺
◎
も
ら
亀
6
1
ら
奄
◆
奪
◆
ら
6
奪
2
も
も
6
・
◎
奪
噸
匿
う
・

礁
響
銅
…
四
項
目
に
つ
き
審
議

　
第
七
回
同
和
委
員
会
は
、
去
る
三
月
一
日
に

真
宗
大
谷
派
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

の
高
野
山
真
言
宗
糾
弾
会
に
つ
い
て

　
　
委
員
会
の
前
日
、
二
月
二
十
八
日
に
第
一

　
回
の
高
野
山
真
言
宗
の
糾
弾
会
が
行
わ
れ
、

　
そ
の
反
省
及
び
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
討
議

　
さ
れ
た
。
ま
ず
「
一
連
の
差
別
事
象
が
解
放

　
同
盟
よ
り
指
摘
さ
れ
一
年
を
経
た
現
在
、
な

　
ぜ
、
ど
こ
が
差
別
な
の
か
、
と
い
う
反
省
が

　
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
表
面
的
な
取
り
組
み
に

　
お
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
、
ま
た
「
問
題
を

　
個
人
的
次
元
で
と
ら
え
て
お
り
、
宗
派
全
体

　
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
意
識
に
欠
け
て
い

　
る
」
と
の
反
省
点
が
各
委
員
よ
り
指
摘
さ
れ

　
た
。
ま
た
、
今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
糾
弾

　
の
前
に
こ
の
よ
う
な
場
で
、
お
た
が
い
に
問

　
題
を
出
し
あ
い
指
摘
し
あ
う
べ
き
で
あ
る
と

　
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

②
天
台
宗
確
認
会
に
つ
い
て

　
　
去
る
二
月
二
十
五
日
に
行
な
わ
れ
た
天
台

　
宗
の
第
一
回
の
確
認
会
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
差
別
戒
名
、
墓
石
、
図
書
等
の
調
査

　
経
過
、
今
後
の
方
向
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ

　
れ
た
。

紛
「
現
代
の
危
機
に
こ
た
え
る
日
本
仏
教
徒
平

　
和
会
議
」
の
よ
び
か
け
に
つ
い
て

　
　
「
現
代
の
危
機
に
こ
た
え
る
日
本
仏
教
徒

　
平
和
会
議
L
準
備
委
員
会
よ
り
、
全
仏
及
び

　
加
盟
宗
派
宛
に
会
議
開
催
の
よ
び
か
け
が
あ

　
つ
た
。
そ
の
開
催
趣
意
書
の
中
で
同
和
問
題

　
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
点
及
び
そ
の
他
数

　
ヶ
所
に
問
題
点
が
あ
る
た
め
、
討
議
し
た
結

　
果
、
全
仏
と
し
て
は
呼
び
か
け
に
応
ぜ
ず
、

　
ま
た
、
そ
の
理
由
を
添
え
て
加
盟
宗
派
に
報

　
離
す
る
こ
と
で
一
致
を
み
た
。

ω
そ
の
他
と
し
て
、
先
般
の
理
事
会
に
お
い
て

　
都
道
府
県
門
も
同
和
委
員
会
に
出
席
さ
せ
て

　
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
、

　
こ
の
件
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
そ
の
結

　
果
、
「
規
約
の
問
題
」
、
「
都
道
府
県
仏
と
共
に
、

　
十
宗
派
以
外
の
加
盟
宗
派
に
つ
い
て
も
考
慮

　
す
べ
き
で
あ
る
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
も

　
う
一
度
、
次
回
の
委
員
会
に
て
審
議
す
る
こ

　
と
と
な
っ
た
。

◎
出
席
者
（
順
不
同
敬
称
略
）

　
　
橘
　
了
法
　
梨
谷
哲
栄
　
近
藤
覚
玄

　
　
薮
　
光
龍
　
北
角
円
澄
　
善
村
一
観

　
　
鷲
山
諦
住
　
山
北
光
顔
　
門
馬
幸
夫

　
　
ら
‡
…
象
◆
も
一
■
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
奪
◎
；
ら

全
仏
常
務
理
事
会
開
く

　
全
仏
の
常
務
理
事
会
が
、
来
た
る
四
月
六
日

（
水
）
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で

開
催
さ
れ
る
。
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十
二
月
四
日
一
七
日
の
四
日
間

　
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
の
第
二
十
七

回
執
行
委
員
会
が
、
去
る
二
月
十
七
・
八
の
両

日
、
バ
ン
コ
ク
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ホ
テ
ル
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。
全
盛
事
務
局
か
ら
は
田
代

国
際
部
長
（
W
F
B
執
行
委
員
）
と
小
峰
国
際

部
主
事
が
出
席
し
た
。

　
今
回
は
、
W
F
B
会
長
・
プ
ー
ン
妃
殿
下
の

八
十
七
歳
の
誕
生
日
（
二
月
十
七
日
）
を
記
念

し
、
お
祝
い
す
る
た
め
に
、
こ
の
両
日
に
委
員

会
が
開
か
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
十
七
日
の
朝
、
出
席
者
全
員
が
、
バ
ス
で
バ

ン
コ
ク
市
内
に
あ
る
プ
ー
ン
妃
殿
下
の
自
宅
へ

ズ馨
銃

雛
7

開かれたWFB執行委員会

　　

@
行
委
で
き
ま
る

表
敬
訪
問
に
向
か
っ
た
。
，
高
齢
の
た
め
、
会
長

の
実
務
は
サ
ン
や
会
長
代
行
に
委
任
し
て
お
ら

れ
る
が
、
執
行
委
員
一
人
ひ
と
り
と
、
笑
顔
で

握
手
を
か
わ
さ
れ
る
お
姿
は
、
お
元
気
そ
の
も

の
だ
っ
た
。
お
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
約
二

十
分
歓
談
し
た
後
、
ホ
テ
ル
へ
も
ど
り
、
会
議

を
開
始
し
た
。

　
今
回
の
執
行
委
員
会
は
、
主
に
本
年
十
二
月
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
る

予
定
の
、
第
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F

B
大
会
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
会
に
つ
い
て
話
し

合
う
の
が
目
的
だ
っ
た
。
主
催
者
側
の
代
表
で

あ
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会
会
長
の
ア
ギ
氏

を
中
心
に
、
詳
細
に
わ
た
る
討
議
が
つ
づ
け
ら

れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
ま
ず
大
会
の
日
程
は
、
十
二
月

四
日
に
開
会
式
、
七
日
に
閉
会
式
と
四
日
間
に

わ
た
る
開
催
が
決
定
し
た
。
さ
ら
に
、
W
F
B

本
部
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会
の
好
意
に
よ
っ

て
、
W
F
B
副
会
長
で
も
あ
る
金
子
日
経
全
仏

会
長
を
、
大
会
来
賓
と
し
て
お
招
き
い
た
だ
く

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
各
W
F
B
副
会
長
に
W
F
B
の
活
動
を

監
督
す
る
一
定
の
責
任
を
与
え
る
こ
と
が
同
意

さ
れ
、
世
界
各
地
域
の
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
地
域
ご
と
に
責
任
範
囲
を
割
り
あ
て
ら

れ
た
。
そ
し
て
全
仏
会
長
は
、
日
本
の
活
動
を

監
督
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
お
け
る
中
央
友
情

橋
建
設
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
勧
募
活
動
は

従
来
通
り
つ
づ
け
る
が
、
集
ま
っ
た
資
金
を
ネ

パ
ー
ル
側
へ
わ
た
す
時
期
に
つ
い
て
は
、
復
興

計
画
の
進
展
状
況
を
み
て
か
ら
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
昼
食
後
、
午
後
一
時
、
会
場
ヘ
プ
ー
ン
妃
殿

下
が
お
み
え
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
マ
レ
ー
シ
ア

代
表
の
執
行
委
員
で
あ
る
テ
ー
・
テ
ン
・
チ
ュ

i
氏
か
ら
、
W
F
B
に
対
す
る
妃
殿
下
の
、
こ

れ
ま
で
の
御
協
力
、
功
績
に
賛
辞
が
送
ら
れ
、

そ
の
後
、
大
き
な
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
に
妃
殿

下
が
入
刀
さ
れ
る
と
、
出
席
者
全
員
が
あ
た
た

か
い
拍
手
を
お
く
っ
て
、
誕
生
日
を
お
祝
い
し

た
。

…
財
務
手
引
書
　
…

…
　
　
　
三
分
野
で
刊
行
…

　
第
十
二
回
税
務
委
員
会
は
、
三
月
十
四
日
午

後
一
時
か
ら
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
鈴
木
委
貝
長
挨
拶
の
後
、
磯
山
時
局
対
策
部

長
か
ら
、
昨
年
十
月
二
十
五
日
に
開
か
れ
た
第

十
一
回
税
務
委
三
会
以
後
、
五
回
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
た
税
務
小
委
員
会
の
内
容
や
、
県
仏

税
務
講
習
会
へ
出
張
し
た
報
告
な
ど
が
行
わ
れ

た
後
、
議
事
へ
入
っ
た
。

　
こ
の
日
は
、
税
務
小
委
員
会
で
検
討
が
重
ね

ら
れ
て
き
た
財
務
書
類
の
手
引
き
書
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

ま
ず
、
こ
の
小
冊
子
は
『
財
務
手
引
書
』
と
い

う
名
称
で
、
三
分
冊
と
す
る
。
『
財
務
手
引
書
』

①
は
、
「
寺
院
の
源
泉
徴
収
事
務
」
を
タ
イ
ト
ル

と
し
、
一
、
給
与
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
は

二
、
源
泉
徴
収
事
務
の
実
施
　
三
、
確
定
申
告

に
つ
い
て
、
等
が
内
容
に
な
る
。

　
『
財
務
手
引
書
』
②
は
、
「
寺
院
の
会
計
事
務
」

を
タ
イ
ト
ル
に
、
一
、
会
計
帳
簿
作
成
の
手
順

二
、
寺
院
・
教
会
の
収
入
　
三
、
寺
院
・
教
会

の
支
出
　
四
、
現
金
出
納
簿
の
作
成
　
五
、
内

訳
簿
の
作
成
　
六
、
月
別
収
支
集
計
表
の
作
成

七
、
収
支
計
算
書
の
作
成
　
八
、
財
産
目
録
の

作
成
に
つ
い
て
、
等
を
内
容
と
す
る
。

　
『
財
務
手
引
書
』
③
は
、
収
益
事
業
を
内
容

と
す
る
予
定
だ
が
、
詳
細
は
今
後
検
討
す
る
。

　
な
お
、
税
務
委
員
会
で
は
、
『
財
務
手
引
書
』

①
と
②
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
印
刷
し
、

全
仏
加
盟
宗
派
の
全
寺
院
へ
送
り
た
い
と
し
て

い
る
。

’
一
ψ
ゆ
9
’
・
0
齢
　
ψ
■
ゆ
．
O
　
　
f
■
　
1
　
　
9
噛
0
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e
…
；
；
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9
；
ρ
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仏
教
伝
道
文
化
賞
の
贈
呈
式

　　

@　

@　

@
　
　
西
村
公
朝
師
と
巌
谷
勝
雄
師

懇
”

　
第
十
七
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
が
、
去

る
三
月
十
四
日
午
後
一
時
半
か
ら
仏
教
伝
道
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
仏
教
伝
道
協
会
の
沼
田
恵
範
会
長

に
よ
る
荘
厳
・
献
華
・
献
燈
、
つ
づ
い
て
「
仏

教
聖
典
」
朗
読
が
行
わ
れ
た
後
、
佐
藤
密
雄
．

仏
教
伝
道
文
化
賞
選
定
委
員
長
の
審
査
報
告
へ

移
っ
た
。

　
今
回
は
、
文
化
賞
に
西
村
公
朝
師
と
財
団
法

人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
（
巌
谷
勝
雄
理
事
長
）

が
、
ま
た
功
労
賞
に
は
、
青
木
融
光
耀
と
ジ
ュ
‘

ニ
ア
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ド
．
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

　
東
京
芸
術
大
教
授
の
西
村
公
朝
師
（
六
十
七

歳
）
は
仏
像
修
理
技
術
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
、

京
都
の
三
十
三
間
堂
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に

国
宝
・
重
要
文
化
財
の
仏
像
、
約
千
三
百
体
を

修
理
し
た
。

　
巌
谷
勝
雄
師
（
六
十
八
歳
）
は
、
財
団
法
入

国
際
仏
教
興
隆
協
会
の
理
事
長
と
し
て
、
釈
尊

成
道
の
地
イ
ン
ド
国
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
「
印
度
山

日
本
寺
」
な
ら
び
に
「
国
際
仏
教
会
館
」
な
ど

の
建
設
を
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
．

　
ま
た
、
青
木
融
光
師
（
九
十
一
歳
）
は
、
真

言
宗
豊
山
派
に
伝
承
す
る
正
統
新
義
真
言
声
明

　
　
　
「
三
｝
■
；
乱
至
蒔
「
≡
玉
ま
「
習
；
■
愚
．
一
F
呂
．
．
7
1
「
ヨ
啓
釜
盈
｝
三
雀
二
7
髪
篭
三
「
饗
籠
三
『
毛
霊
』
一
適
一
葦
」
曹
一
遍

仏
英
町
ス
ピ
ー
チ

・
コ
ン
テ
ス
ト

の
第
一
人
者
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
っ
て
レ
コ

ー
ド
作
成
や
公
演
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル

ダ
ナ
氏
は
、
現
職
の
ス
リ
ラ
ン
カ
大
統
領
。
昭

和
二
十
六
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
対
日
講

和
会
議
に
セ
イ
ロ
ン
代
表
と
し
て
出
席
、
「
こ
の

世
の
中
で
は
怨
み
は
怨
み
に
よ
っ
て
決
し
て
静

ま
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
法
句
経
を
引
用

し
て
対
日
賠
償
請
求
権
を
放
棄
し
た
こ
と
で
有

名
。
七
十
六
歳
。

　
受
賞
者
は
、
佐
藤
委
員
長
か
ら
賞
状
．
賞
品

を
贈
呈
さ
れ
、
入
賞
の
喜
び
を
語
っ
た
（
ス
リ

ラ
ン
カ
大
統
領
は
、
同
国
在
日
大
使
が
代
理
）

後
、
祝
宴
に
移
り
、
四
時
す
ぎ
ま
で
懇
談
の
時

を
持
っ
た
。
全
仏
か
ら
は
、
来
賓
と
し
て
北
山

国
際
文
化
局
長
が
出
席
．

5
…
層
ぎ
毛
垂
曽
「
毛
董
』
「
8
一
」
垂
藝
5
蚕
’
『
毒
豊
圭
τ
歪
茱
覇
詔
葦
」
睾
」
ぎ
三
甲
藝
」
ぎ
－
一
等
ま
ぎ
電
峯
F
葦
ゐ
玉
一
．
一
一
＝
－
・
・
切
垂
一
「
冨
蓬
≠
遷
竃
一
5
’
曹
一
茎
｝
「
…
一
ヨ
≡
4
「
｝
琴
寄
誕
“

全
市
杯
に
川
村
正
樹
氏

　
仏
教
英
語
研
究
会
（
花
山
勝
友
会
長
）
主
催

の
第
四
回
「
英
語
に
よ
る
仏
教
研
究
発
表
会
」

が
、
去
る
二
月
十
九
日
、
東
京
・
六
本
木
の
国

際
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
ス
ピ
ー
チ
・
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
英
語
に

よ
る
仏
教
の
研
究
及
び
日
本
文
化
の
紹
介
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
年
を
追
っ

て
来
聴
者
も
増
え
て
い
る
。
今
年
は
全
部
で
十

一
人
の
参
加
者
が
い
た
が
、
そ
の
中
で
十
番
目

に
”
ぎ
《
三
富
ユ
8
ε
ロ
σ
巳
穿
一
ω
ヨ
”
を
テ
ー
マ

に
発
表
し
た
川
村
正
樹
氏
（
三
十
一
歳
）
が
、

．
全
日
本
仏
教
杯
を
受
賞
の
川
村
正
樹
氏

全
日
本
仏
教
重
杯
を
受
賞
し
た
。

　
川
村
氏
は
高
校
で
英
語
を
教
え
て
お
り
、
コ

ン
テ
ス
ト
終
了
後
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
、
全
町

か
ら
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
中
村
財
務
部
長
よ

り
、
カ
ッ
プ
を
受
け
た
。

　
仏
教
英
語
研
究
会
で
は
、
一
人
で
る
多
く
の

人
が
こ
、
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
こ
と
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
仏
教
、
日
本
文
化
に
興
味
を

も
ち
、
研
究
し
て
い
る
人
な
ら
、
誰
で
も
出
場

で
き
る
。

全
日
仏
青
の
東
京
結
集

　
　
ψ
　
　
　
金
岡
教
授
が
基
調
講
演

全
日
本
仏
教
青
年
会
の
東
京
結
集
は
、
去
る

二
月
二
十
六
日
、
「
信
仰
を
実
践
へ
」
を
大
会
テ

ー
マ
に
、
東
京
・
芝
の
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺

で
開
催
さ
れ
た
。

　
午
前
十
時
置
開
会
式
で
は
、
増
上
寺
の
中
村

康
隆
法
主
を
導
師
に
法
要
が
行
わ
れ
、
正
本
乗

光
理
事
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
が
つ
づ
い
た
。

十
時
半
の
基
調
講
演
「
信
仰
を
実
践
へ
1
仏
教

青
年
よ
行
動
を
起
こ
せ
一
」
（
東
洋
大
．
金
岡
秀

友
教
授
）
の
後
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
の
分

科
会
へ
と
移
っ
た
。

　
分
科
会
は
そ
れ
ぞ
れ
、
①
「
仏
教
徒
の
平
和

運
動
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
②
「
仏
教
徒
は

い
か
に
救
援
奉
仕
活
動
に
臨
む
べ
き
か
」
③
「
青

少
年
布
教
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ

に
午
後
四
時
ま
で
つ
づ
き
、
再
び
全
体
会
議
へ

移
っ
た
。

　
午
後
五
時
半
か
ら
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
八
時
ま
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
に
ぎ
や
か
に

つ
づ
け
ら
れ
た
。

一4一
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「
花
ま
つ
り
」
の
起
り

Q
　
「
花
ま
つ
り
じ
の
起
源
は
？

A
　
こ
の
答
は
二
つ
あ
る
。
　
一
つ
は
灌
仏
会

或
は
降
誕
会
、
仏
生
会
な
ど
と
よ
ば
れ
る
釈

尊
出
胎
の
記
念
行
事
と
し
て
の
答
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
「
花
ま
つ
り
」
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
行
事
に
現
代
的
な
明
る
さ
を
加
え
、

よ
り
民
衆
的
な
行
事
と
し
た
今
日
の
い
わ
ゆ

る
「
花
ま
つ
り
」
へ
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
前
者
に
つ
い
て
普
曜
経
や
灌
洗

も
し
れ
な
い

　
だ
が
灌
仏
会
と
か
降
誕
会
と
か
よ
ん
で
い

た
ら
到
底
今
日
の
よ
う
な
民
衆
動
貝
の
可
能

性
は
考
え
ら
れ
ず
、
寺
院
内
の
さ
さ
や
か
な

行
事
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
教
祖
の
誕
生
祝
い
を
「
花
ま
つ
り
」
と

い
う
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
呼
び
方
と
行
事
に

し
た
起
源
は
何
処
に
あ
る
の
か
。

　
戦
前
に
少
年
時
代
を
持
っ
た
も
の
の
記
憶

に
あ
る
の
は
四
月
八
日
に
な
る
と
東
京
の
市

仏
形
像
経
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
イ

ン
ド
で
の
平
常
の
浴
仏
、
中
国
で

の
四
月
八
日
確
定
、
日
本
で
の
推

古
天
皇
十
四
（
O
O
O
）
年
、
元
興
寺

昌
昌
起
源
説
な
ど
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
し
か
し
声
明
天
皇
戊
午

歳
（
切
。
。
。
。
）
の
仏
教
初
伝
は
仏
像
、

幡…

W
な
ど
と
共
に
「
説
仏
起
書
」

が
渡
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
か

ら
、
教
祖
の
伝
記
の
説
明
、
托
胎

↓
出
胎
な
ど
の
八
相
の
説
明
を
受

け
た
と
考
え
れ
ば
わ
が
国
降
誕
会

の
起
源
は
想
像
以
上
に
早
い
の
か

　
O

電
の
運
転
手
や
車
掌
さ
ん
達
が
制
帽
の
左
横

に
小
さ
な
菊
花
に
緑
の
葉
の
つ
い
た
造
花
の

徽
章
を
つ
け
、
そ
れ
に
「
花
ま
つ
り
」
と
印

刷
さ
れ
た
ビ
ラ
が
つ
け
て
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
当
日
は
浅
草
公
園
か
ら
日
比
谷
公
園
ま

で
花
み
堂
の
稚
児
行
列
が
行
な
わ
れ
た
。
今

で
も
そ
の
日
一
日
だ
け
「
い
た
だ
き
」
と
い

う
蓮
の
花
に
か
た
ど
っ
た
し
ん
こ
細
工
の
菓

子
を
売
る
老
舗
が
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
行
事

は
全
て
、
そ
れ
ま
で
は
民
間
伝
承
の
民
俗
行

事
で
あ
っ
た
花
ま
つ
り
、
花
し
ず
め
の
祭
り

な
ど
の
名
を
降
誕
会
に
と
り
入
れ
て
民
衆
一

般
の
も
の
と
し
よ
う
と
し
た
一
人
の
僧
、
安

藤
嶺
丸
の
発
意
と
努
力
と
東
京
仏
教
聯
合
会

の
協
力
に
基
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
浅
草
の

北
隅
に
住
ん
だ
彼
の
名
は
次
第
に
忘
れ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
当
時
東
京
以
外
の

地
で
も
花
ま
つ
り
が
今
日
の
よ
う
な
普
及
化

の
素
地
を
つ
ち
か
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
筆

者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
し
か
し
如
何

に
ル
ン
ビ
ニ
の
故
事
が
あ
り
、
花
供
養
、
甘

茶
か
け
の
行
事
が
江
戸
時
代
以
来
の
も
と
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
「
花
ま
つ
り
」
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
こ
そ
今
日
の
花
ま
つ
り
普
及
の
起

源
で
あ
る
と
い
っ
て
は
過
言
で
あ
ろ
う
か
。

　
私
事
で
恐
縮
で
は
あ
る
が
、
全
仏
指
定
の

花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
製
作
の
A
D
を
つ
と
め

た
の
が
筆
者
で
あ
る
こ
と
を
懸
仏
に
つ
と
め

る
若
い
方
々
が
ご
存
知
な
い
の
を
知
っ
て
、

恐
ら
く
安
藤
嶺
丸
師
の
名
も
記
憶
さ
れ
て
い

な
い
若
い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
案
ず

る
と
共
に
、
第
二
第
三
の
安
藤
師
の
出
現
を

希
望
し
て
敢
て
記
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
　
若
林
隆
光
）

点火が簡単、半永久的に使用できる

「火宝」は、ご仏壇・お墓参りの御燈明用マッチとしてふさわしい優れた特徴をも

つ、安全で便利なマッチです。落ちついたデザインで色も黒の他6色お名前・ご

紋を入れる事も可能です。ご落慶・祭事・行事の記念品にもこ利用下さい。

◎特　　長

1．軸の燃えかすがでないので、

　　ご仏壇のまわりを汚しませ

　　ん。

2．軸が長いので、ゆとりをも

　　ってこ灯火できます。

3．わずかなオイルの補給で、

　　半永久的に使えます。

4．水に濡れても、長期間保存

　　しても大丈夫です。

騰
際
．
毫
簾
さ
言
｝
辞
蕪
、
匙
一
寧
．
、
套
，
睦
．
．
．
鞭

一般家庭用　・
定価1：38隅1：器8禺各種

　　　　　　送料350円

寺院用（軸が1m迄伸
長、ローソク火消し付）

定価2，800円

　　　　　　　．、罎，　　　　　．…糠．、　　　磯縷，　戸　　　．　’F＿　　　ρ貼

②
ド
勤

③　　　噸一点火樫

　　　謡

　　　　　発火石
本体

東京都中央区日本橋浜町2－Il－2　日本
橋中央ビル〒103費03（668）7811（大代）

株式会社臼お間合せ

お申込先
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罷
一
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回答・全払顧問弁護士

正浩長谷川
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〔
質
問
〕
近
所
の
住
職
が
寄
る
と
出
る
話
が

税
務
調
査
の
こ
と
で
す
。
万
全
は
期
し
て
は

い
て
も
、
な
ん
と
な
く
不
安
で
す
。
税
務
職

員
は
具
体
的
に
何
を
要
求
し
て
く
る
の
で
し

ょ
う
か
。
過
去
帳
や
檀
信
徒
名
簿
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
預
金
通
帳
な
ど
は

見
せ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た

が
、
そ
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね

ら
れ
る
の
か
、
具
体
的
に
お
教
え
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
A
住
職
）

〔
回
答
〕
税
務
調
査
と
き
く
と
、
な
ん
と
な

く
不
安
に
な
る
お
気
持
も
わ
か
り
ま
す
が
、

会
計
監
査
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
少
し
は
気
分

が
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
か
と
い
っ
て
、
何
も
か
も
税
務
職
員
に
見

せ
て
し
ま
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ

う
な
根
拠
に
基
い
て
、
何
を
調
査
す
る
の
か

と
い
っ
た
調
査
の
目
的
を
聞
い
て
、
そ
の
項

目
に
従
っ
て
応
対
し
、
そ
れ
以
外
に
調
査
範

囲
を
拡
げ
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

し
て
、
以
前
に
も
こ
の
欄
で
お
答
え
し
た
と

お
り
、
原
則
と
し
て
、
信
教
の
自
由
や
、
他

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
連
す
る
こ
と
は
、

説
明
を
拒
否
し
て
も
か
ま
わ
な
い
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
税
務
職
員
は
、
適
正
な
課
税

権
行
使
の
た
め
日
夜
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

税
務
大
学
校
や
税
務
研
修
所
で
所
得
調
査
の

方
法
に
つ
い
て
も
充
分
な
研
究
を
し
て
い
る

る
と
こ
ろ
）
に
座
を
占
め
る
。
⑧
相
手
の
目

は
ど
こ
へ
い
き
た
が
っ
て
い
る
か
。
⑨
記
帳

ら
し
き
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
お
だ
や
か

に
確
保
せ
よ
。
⑩
そ
の
職
務
の
主
要
帳
簿
を

抜
き
出
せ
。
⑪
ノ
ー
ト
ま
た
は
特
殊
記
号
の

も
の
は
な
い
か
。
ω
出
さ
れ
た
帳
簿
に
こ
だ

わ
る
な
。
紛
注
意
は
八
方
に
配
っ
て
い
よ
。

α
の
原
始
記
録
の
発
見
が
第
一
だ
。
0
9
帳
簿
を

出
し
に
い
っ
た
ら
つ
い
て
い
け
。
瑚
そ
こ
に

あ
る
も
の
は
全
部
出
さ
せ
よ
。
⑰
出
て
い
く

者
は
必
ず
店
と
関
係
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の

持
ち
物
に
注
意
せ
よ
。
帳
簿
は
堂
々
と
逃
げ

出
し
て
い
く
。
㈹
帳
簿
の
イ
ン
ク
の
色
に
注

意
せ
よ
。
⑲
メ
モ
は
な
い
か
。
特
に
、
卓
上

の
で
す
。
こ
の
教
科
書
と
も
い
う
べ
き
「
所

得
調
査
要
領
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、
そ
の
中
か
ら
、
お
寺
に
関

係
が
あ
り
そ
う
な
も
の
を
抜
粋
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
（
吉
田
敏
幸
著
「
改
訂
版
・
ど
ん
と
来

い
税
務
署
」
K
K
ベ
ス
ト
セ
ラ
1
ズ
刊
三
二

ペ
ー
ジ
以
下
参
照
）

ω
ま
ず
、
職
責
を
認
識
せ
よ
。
②
態
度
、
言

葉
づ
か
い
に
注
意
せ
よ
。
③
怒
っ
た
ら
調
査

は
負
け
だ
。
ω
責
任
者
は
誰
か
。
⑤
入
っ
て

か
ら
相
手
の
動
き
に
注
意
せ
よ
。
ω
そ
の
店

の
ど
こ
が
計
算
の
根
拠
と
な
る
と
こ
ろ
か
。

⑦
必
ら
ず
帳
場
の
近
く
（
少
な
く
と
も
見
え

メ
モ
、
黒
板
、
電
話
器
の
そ
ば
。
⑳
細
か
く

切
っ
た
紙
片
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
売
り
上
げ
、

ま
た
は
仕
入
の
原
始
資
料
だ
。
必
ず
記
録
が

あ
る
。
⑳
未
使
用
の
伝
票
が
あ
れ
ば
、
そ
の

種
類
を
み
よ
、
同
一
の
使
用
伝
票
で
、
様
式
、

色
彩
が
違
わ
ぬ
か
。
㈱
障
子
の
か
げ
に
、
手

提
げ
金
庫
か
書
類
は
な
い
か
。
㈱
手
提
げ
金

庫
は
あ
け
て
も
ら
え
。
⑫
の
中
の
書
類
を
よ
く

検
討
せ
よ
。
㈱
銀
行
へ
の
入
金
票
、
払
い
出

し
票
は
な
い
か
。
㈱
そ
の
伝
票
と
取
り
引
き

銀
行
名
は
合
っ
て
い
る
か
。
伽
空
き
箱
の
山
．

に
注
意
せ
よ
。
と
く
に
手
ア
カ
の
つ
い
た
箱

は
臭
い
。
㈲
要
求
し
た
も
の
は
ど
こ
か
ら
出

し
て
き
た
か
。
㈲
そ
の
出
し
て
き
た
と
こ
ろ

を
み
よ
。
⑬
Φ
三
つ
り
合
い
が
出
た
ら
、
ど
こ

ま
で
も
追
求
せ
よ
。
⑳
す
べ
て
芋
づ
．
る
式
に

追
求
せ
よ
。
㈱
主
人
が
い
な
く
て
も
、
す
ぐ

帰
る
な
。
㈹
家
族
の
者
は
、
案
外
正
直
に
答

え
る
も
の
だ
。
㈱
簡
単
な
こ
と
か
ら
、
使
用

人
に
話
し
か
け
よ
。
㈲
急
所
が
出
た
ら
逃
が

す
な
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
な
か
な
か
見
事
と

い
う
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
教

育
を
う
け
て
い
る
税
務
職
員
に
と
っ
て
、
大

福
帳
勘
定
を
採
っ
て
い
る
よ
う
な
住
職
は
、

赤
子
に
等
し
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
．
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
記
張
を
し
っ
か
り
お
こ

な
っ
て
い
る
以
上
は
、
は
じ
め
に
も
申
し
上

げ
ま
し
た
と
お
り
、
会
計
監
査
だ
と
思
っ
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
の
ぞ
め
ば
、
決
し
て
税
務

署
恐
る
る
に
足
ら
ず
で
す
。

　
右
の
所
得
調
査
の
教
科
書
に
か
い
て
あ
る

よ
う
な
心
構
え
の
税
務
職
貝
に
対
し
て
も
、

拒
絶
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
は
っ
き
り
と
拒
絶

し
、
堂
々
と
納
税
者
の
見
解
を
主
張
す
べ
き

で
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
が
、
税
務
署
か
ら
も
、
能

化
と
し
て
も
信
頼
を
得
ら
れ
る
道
と
確
信
し

ま
す
。

　
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
第
二

・
第
四
火
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、

長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
無
料
相
談
室
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

聖
濯
■
5
塁
「
盈
国
国
置
屋
置
コ
懸
配
置
置
屋
遷
星
置
凄
卍
遷
置
コ
5
曜
設
置
遷
－
当
●
遷
卍
卍
卍
卍
濯
聖
遷
卍
慶
雲
屋
陰
聖
誕
濯
聖
遷
卍
謬
聖
遷
遷
聖
遷
卍
召
蓋
コ
5
懸
雪
雲
冨
召
遷
遷
蓋
置
聖
霊
3
5
曜
置
卍
雪
塁
曜
盈
8
当
懸
■
卍
召
蓋
ヨ
卍
置
卍
卍
屡
屡
蓋
置
謬
墨
差
書
8
駈
塁
5
猛
‘
濯
遷
遷
轟
轟
盈
蓼
盈
卍
謬
詔
書
卍
卍
凄
昌
運
置
凄
卍
8

酬㎜酬｝㎜
願

　鞘㎜剛の㎜

曇
i
藍
響
5
墨
置
聖
豆
男
謬
藝
雪
醒
聖
5
韮
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校
内
暴
力
に
象
徴
さ
れ
る
、
教
育
の
荒
廃
が

声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
。
そ
う
℃
た
中
で
多
く

の
教
育
家
が
打
開
を
め
ざ
し
、
真
剣
に
努
力
し

て
い
る
か
、
仏
法
の
教
え
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に

日
本
の
教
育
の
原
点
を
発
掘
し
よ
う
と
い
う
動

き
が
あ
る
。
兵
庫
教
育
大
学
の
俵
谷
正
樹
教
授

が
そ
の
人
で
、
氏
は
「
月
刊
・
教
育
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
に
「
仏
法
と
教
育
の
知
恵
」
を
連
載
し
て

き
た
。
本
書
は
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
本
書
の
中
か
ら
「
春
の
章
一
教
師

る
善
財
童
子
は
、
イ
ン
ド
大
陸
を
南
下
し
て
求

師
探
真
の
旅
を
し
た
が
、
そ
の
壮
大
な
学
修
の

旅
で
最
初
の
教
師
と
な
っ
た
の
は
文
珠
菩
薩
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
文
珠
を
含
め
て
五
十
三
人
の

師
に
童
子
は
会
っ
て
い
る
が
、
最
後
の
教
師
弥

勒
菩
薩
と
会
っ
た
の
ち
、
童
子
は
一
年
担
任
の

文
珠
先
生
を
な
つ
か
し
く
思
い
起
こ
し
、
再
度

お
会
い
し
た
い
も
の
と
心
に
念
じ
た
。
童
子
と

文
珠
と
を
隔
て
る
距
離
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
童
子
の
ひ
た
む
き
な
願
い
が
通
じ
、
文

珠
は
、
は
る
か
彼
方
か
ら
右
手
を
伸
ば
し
、
童

子
の
頭
を
な
で
て
、
「
で
か
し
た
ぞ
、
善
財
童
子
。

そ
の
学
ぶ
心
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
な
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
満
足
し
（
為
足
）
、
そ
こ

俵
谷
正
樹
著

「
宗
教
と
教
育
の
知
恵
」

一
教
育
講
話
5
0
の
ヒ
ン
ト

と
子
ど
も
の
出
会
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
一

画
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

　
私
が
小
学
校
一
年
生
の
と
き
、
担
任
し
て
く

れ
た
の
は
鈴
木
と
い
う
と
て
も
可
愛
ら
し
い
女

の
先
生
だ
っ
た
。
チ
ビ
の
く
せ
に
先
生
を
可
愛

ら
し
い
な
ど
と
感
じ
た
私
の
審
美
眼
に
は
い
さ

さ
か
問
題
か
あ
る
が
、
と
に
か
く
五
十
歳
を
過

ぎ
た
今
で
も
そ
う
思
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
た

し
か
に
可
愛
ら
し
か
っ
た
の
に
違
い
な
い
。

　
一
年
生
担
任
の
教
師
と
い
う
の
は
、
子
ど
も

の
は
じ
め
て
の
社
会
進
出
の
門
出
に
当
た
り
、

良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
大
き
な
衝
撃
を
与

え
る
最
初
の
他
人
で
あ
る
。

　
華
厳
経
の
最
終
章
（
入
法
界
品
）
に
登
場
す

の
旅
を
続
け
て
お
り
、

廻
っ
て
、
獅
子
奮
迅
の
勢
い
で
学
修
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
童
子
を
こ
う
し
て
学
び
の
虜
に
さ
せ
た
の
は
、

文
珠
の
右
手
摩
頂
、
あ
る
い
は
、
文
珠
摩
頂
と

い
わ
れ
る
教
え
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

な
に
よ
り
も
、
童
子
に
再
度
仰
顔
を
祈
念
さ
せ

る
に
い
た
っ
た
文
珠
菩
薩
の
全
人
格
・
全
能
力

の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
た
い
。

　
新
学
期
で
あ
る
。
　
一
年
生
担
任
の
先
生
は
、

こ
の
文
珠
と
善
財
と
の
関
係
を
よ
く
考
え
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

　
（
A
5
版
、
五
十
六
頁
、
三
〇
〇
円
、
東
京

都
大
田
区
上
池
台
四
－
四
〇
、
学
習
研
究
社
）

か
ら
一
歩
も
出
な
い
（
住
著
）

よ
う
に
な
っ
て
は
、
菩
薩
の

行
も
発
起
し
な
い
し
、
如
来

も
喜
ん
で
は
く
た
さ
い
ま
せ

ん
」
と
い
ま
し
め
た
と
い
う
。

以
来
、
順
順
童
子
は
、
求
道

　
　
今
ま
で
世
界
中
を
駈
け

灘
h
ワ

、
要
覧
、

凶
欝
．

麟欝撚1瞥
義零鱗欝8縫はお繰襲

／花ま

難

鑑蕪魏総縫1

1
1
広
く
統
一
し
て
ご
利
用
下
さ
い
一

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透
せ

し
め
る
た
め
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真
の

よ
う
な
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
広
く

ご
利
用
頂
け
る
よ
う
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
明
る
い
春
の
野
に
静
か
に
立
っ
て
、
天
と

地
を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま
の
姿
は
、
見
る
人
の

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
下
記
の
要
領
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で

各
県
仏
、
郡
市
仏
、
各
寺
院
、
幼
稚
園
、
保

育
園
な
ど
で
広
く
ご
利
用
下
さ
い
。

　
◎
サ
イ
ズ
　
七
四
軸
．
×
五
二
蝕
．

◎
定
　
価
　
一
枚
　
百
円

　
　
　
送
料
実
費

　
◎
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七

　
　
　
　
　
　
－
四
　
全
日
本
仏
教
会
文
化

　
　
　
　
　
　
部
花
ま
つ
り
係

　
崇
送
付
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
毎

年
ギ
リ
ギ
リ
の
申
込
み
で
四
月
八
日
に
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
…
…
。
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「幸福な死に方とは」

文化会議の本出版

　
昨
年
十
月
二
十
二
日
、

「
仏
教
の
死
生
観
一
幸

福
な
死
に
方
と
は
一
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
京
の

日
本
教
育
会
館
で
開
催

さ
れ
た
第
十
五
回
日
本

仏
教
文
化
会
議
は
、
発

足
か
ら
十
五
周
年
を
迎

え
た
こ
と
も
あ
り
、
広

く
一
般
か
ら
も
聴
講
者

を
募
っ
て
、
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
形
で

行
わ
れ
た
。

　
高
齢
化
社
会
が
進
み
、

末
期
医
療
や
安
楽
死
な

ど
に
対
す
る
社
会
的
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
会
場
に
は
、

二
百
人
近
く
の
仏
教
関
係
や
医
療
関
係
者
が
つ

め
か
け
た
。
ま
た
そ
の
後
、
新
聞
や
雑
誌
等
で

も
大
き
く
報
道
さ
れ
、
全
仏
事
務
局
へ
も
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
知
り
た
い
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
相
つ
い
だ
。

丹締

昨秋の第15回日本仏教会議

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
発
行

　
　
　
　
四
月
号
　
第
二
八
七
号

　
こ
れ
ま
で
全
仏
と
、
．
共
催
団
体
で
あ
る
国
際

仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
仏
教
文
化
会

議
の
紀
要
を
作
成
し
、
加
盟
団
体
等
へ
は
配
布

し
て
き
た
が
、
今
回
は
各
方
面
か
ら
の
要
望
も

た
い
へ
ん
多
い
の
で
、
専
門
の
出
版
社
か
ら
刊

行
し
、
一
般
の
人
た
ち
で
も
入
手
で
き
る
よ
う

な
方
策
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
十
五
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
会
場
で
の
討
議
内
容
に
各
パ
ネ
ラ
ー
が

一
部
加
筆
し
、
『
幸
福
な
死
に
方
と
は
』
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
平
凡
社
（
東
京
・
千
代
田
区
三

番
町
）
か
ら
、
こ
の
五
月
を
め
ど
に
出
版
さ
れ

る
。　
一
入
で
も
多
く
の
方
が
、
こ
の
本
を
購
読
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＝ス（

L
霧
｛
旦
録
至
『
｛
一
〕
一
港

江七四三一
日日日日日

　
十
～
十
一
日

十
四
日

十
五
日

二
＋
二
日

二
＋
五
日

二
十
六
日

二
十
八
日

同
和
委
員
会

日
宗
連
理
事
会

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
幽
々
長
来
局

W
C
R
P
常
任
委
員
会
出
席

組
織
専
門
委
員
会

法
律
相
談
室

　
　
　
W
C
R
P
研
究
集
会
出
席

税
務
委
員
会

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
出
席

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

法
律
相
談
室

I
B
E
C
理
事
会
出
席

総
本
山
長
谷
寺
晋
山
式
参
列

局
内
会
議

発
行
人
　
藤
　
原
　
知
　
徳

編
集
人
　
北
　
山
　
宏
　
明

≡　　観＝≡ ●　　‘　　●
　　≡
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琴’・

ｬll鯨細三州驚強力な藩タイグの除草剤が揃いました．、

＝　　　　　　　　。　　　　1▲　…≡　室　・　　　　　　　　圏　　　　　　　’；

冨　　＝　　闘　【▲＝室

暮＝り唱『團 りつ翻F膨圃
　　　笈
ﾂ

《特長》●安全●速効●普通物

｡3日後に枯らす超速効タイプ。

《特長》●安全●水なし●長く効く

｡水なしで使え、根までも枯

@らし、6ヵ月間雑草の発生
@をおさえる強力タイプ。

@　．麟爪

@　　　　、基、・

新発売

1袋　　750g入　　　50坪用

雲
1
雨
晒
圃
L
　
ご
　
　
　
　
先
　
　
　
　
祖
　
　
　
　
の
　
　
　
　
喜
　
　
　
　
ぶ
　
　
　
　
か
　
　
　
　
お
　
　
　
　
り
　
　
　
　
霊
鍵
　
と
　
あ
’
ご
纏
　
　
　
謬
’
す
　
先
　
　
’
　
。
祖
　
ご
　
　
　
を
　
先

　　　　　＝＝1▲　≡　室

??ト’彫ホ細割

1袋 3kg入
■芝生に雑草をはやさなくする

@芝生用タイプ。

　　す　とぜがに本四祖
@　？野崎騨へ
@　だ　に　参　り　け　手

ﾀ毛ll・
欝鴛

?葡e灘　纏・　　．、．織、・　　　　東

署閧ｿ　　　y　　　〕　

l・ヒる羅㌔ mO坪用
新発売

1袋　　500g入　　　200坪用

販程D畿讐襯1 東京都千代田区神田美倉町2大恵ピル@　　　　　　　イッキューサン
ｧ101　電話03（256）1930（代表）
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